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　鳥取城は、戦国時代に羽柴(のちの豊臣)秀吉
の兵糧攻めの舞台となった山城として有名です
が、麓の城跡の姿は、鳥取藩32万石の居城とし
て江戸時代に整備されたものです。
　鳥取市では、江戸時代の城の姿を分かりやす
く伝えるため、2006年から30年後までに鳥取城
の象徴であった二ノ丸三階櫓の復元を盛り込ん
だ整備計画を立てました。現在、その第一段階と
して、城の正面玄関であった大手登城路の復元
整備を実施しています。 大手登城路の建造物　1871年（明治4）以前撮影

擬宝珠橋と二ノ丸三階櫓　1879年(明治12）撮影復元整備前の鳥取城跡の様子復元整備前の鳥取城跡の様子

大手登城路復元整備範囲大手登城路復元整備範囲
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鳥取城跡の
復元計画について

大手登城路復元整備イメージ図

鳥取市教育委員会事務局文化財課　鳥取城整備推進係
〒680-8571　鳥取市幸町 71 番地
電話　0857-30-8422　FAX　0857-20-3954
e-mail　kyo-bunka@city.tottori.lg.jp

問い合わせ

2019年(令和元）７月16日発行

太鼓御門
二階建の櫓門で城内最大の門。
2027年度（令和9）以降完成予定。

擬宝珠橋
2018年(平成30)完成

中ノ御門
城の大手門。橋に面した表門は、2020年度
(令和2)完成予定、二階建の櫓門は、2024
年度(令和6)完成予定。
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　2016年（平成28）12月の着工後、約1年10ヶ月を経た2018年9月30日、1897年（明治30）
頃に取り壊された擬宝珠橋が、約120年ぶりによみがえり、10月8日盛大に復元完成式が行
われました。
　橋長約37m(幅6m）の城郭復元木造橋は、文化庁が認めたものとして日本一の長さを誇り
ます。2011年の発掘調査では、江戸時代以降3世代の木造橋を支えた橋脚が多数見つかり、
そのうち、復元対象となる擬宝珠橋の橋脚21本も発見されました。そのため、堀底に残る
橋脚遺構を保護することを目的に、既設コンクリート橋（1963年建造）の基礎を利用し、特
殊なステンレス製水中梁を設置し、その上に、木造橋を復元するという日本初の工法

（Bridge on Bridge 工法）が採用されました。

日本初の工法による
日本最長の城郭復元木造橋

由来と歴史

幟邌り
『鳥府志図録』(鳥取県立公文書館)より転載

擬宝珠の復元

　遺構保護を目的とした水中梁
は、復元橋を支える基礎でもあ
るため、耐久性の優れた強度を
持ち、かつ水面下でなるべく目
立たない薄い梁となるように、

「二相ステンレス鋼」という特
殊なステンレスを日本で初めて
構造部材とボルト・ナット全て
に採用しました。

水中梁の設置 木橋の復元

蛍光Ⅹ線分析の準備

酸化亜鉛含浸処理後の部材 欄干部材の鉋削り 橋脚設置

作成した立体図 鋳型への湯入れ 煮黒目仕上げ

復元木造橋復元木造橋

水中梁水中梁

復元対象の擬宝珠橋の橋脚復元対象の擬宝珠橋の橋脚

復元対象橋以前の橋脚復元対象橋以前の橋脚

復元対象橋以後の橋脚復元対象橋以後の橋脚

　欄干親柱先端に擬宝珠が付くことから擬宝珠橋と
呼称されました。池田光政（鳥取城に15年間在城の
後、岡山に国替えとなる）が、1621年（元和7）に創建
し、後に橋長約37mの規模に架け替わり、1897年
（明治30）頃まで存続しました。
　この橋は、城の大手橋で、藩領各地への距離の基
点にもなっていました。また、橋の上では、端午の節
句には若殿が陣取り、「幟邌り」（騎馬武者を町人が威
嚇する祭り）を見学したり、夏の夜には納涼の宴が催さ
れたりするなど、儀礼の場としても利用されました。

のぼりね

　現存する唯一の擬宝珠（鳥取県立
鳥 取西 高等 学 校 蔵）を三 次 元レー
ザー測量し、立体図、鋳型を作成し、
同寸法の物を再現しました。
　また、蛍光Ⅹ線分析の結果から、青
銅品であること、表面観察から青銅
の表面に酸化皮膜を形成させ耐候性
を付ける煮黒目仕上げであることが
判明し、伝統技術に基づいて復元し
ました。

に ぐろ め

　発掘調査、古写真、絵図などを参考に復元案を検討し、橋の特
徴でもある曲線美は、鉋で削り出すなど、伝統技術に基づいて復
元しました。調査で材質特定できた橋脚部や床材は栗（岩手県南
部産）、それ以外は桧（静岡県天竜産）で整備し、木材は酸化亜
鉛含浸処理で耐久性を高めています。
　床板袂の石や欄干親柱の礎石に用いた花崗岩は、木材防腐の
ため今回新たに整備したものです。橋を創建した池田光政が、徳
川期大坂城（大阪市）の石垣普請に参加した史実を伝えるため、
石垣石を調達した丁場の一つ、岡山県犬島産の石を用いています。
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